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中
国
料
理
は
西
洋
料
理
と
並
び
、
近
代
以
降

の
日
本
料
理
や
日
本
の
食
文
化
に
大
き
な
影
響

を
あ
た
え
て
き
た
。
た
だ
し
、
日
本
で
は
食
文

化
研
究
が
低
調
で
、
さ
ら
に
西
洋
料
理
へ
の
関

心
が
高
く
、
中
国
料
理
が
家
庭
料
理
と
し
て
普

及
し
た
今
も
、
中
国
の
食
文
化
へ
の
学
問
的
な

関
心
が
高
い
と
は
い
え
な
い
。
本
著
は
、
中
国

の
食
文
化
研
究
の
な
か
で
、
さ
ら
に
資
料
が
少

な
く
研
究
の
す
す
ん
で
い
な
い
「
食
事
文
化
」

を
、「
歴
史
人
類
学
」
か
ら
あ
き
ら
か
に
し
た

研
究
書
で
あ
る
。
今
後
は
中
国
の
食
事
文
化
や

食
文
化
を
研
究
す
る
と
き
、
ま
ず
目
を
通
す
べ

き
大
冊
の
登
場
に
食
文
化
を
学
ぶ
一
人
と
し
て

感
謝
し
た
い
。

　
中
国
は
国
土
が
広
い
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

少
数
民
族
が
住
ん
で
い
る
。
本
書
で
い
う
「
中

国
」
は
漢
民
族
の
食
事
文
化
に
限
定
し
て
い

る
。
中
国
で
は
地
域
差
・
階
層
差
・
宗
教
の
戒

律
の
差
よ
り
も
、
食
事
方
法
に
お
い
て
も
民
族

差
が
大
き
い
。
そ
し
て
各
民
族
の
食
事
文
化
の

研
究
が
、
十
分
す
す
ん
で
な
い
か
ら
と
あ
る
。

　
本
著
は
、
二
〇
〇
三
年
三
月
に
著
者
が
総
合

研
究
大
学
院
大
学
（
比
較
文
化
学
専
攻
）
か
ら

授
与
さ
れ
た
博
士
論
文
が
も
と
に
な
っ
て
い
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る
。
論
文
の
題
名
は
『
中
国
の
食
事
方
法
│
│

歴
史
人
類
学
的
考
察
』
で
あ
る
。
近
年
は
厳
し

い
出
版
事
情
の
た
め
か
、
博
士
論
文
も
整
理
し

て
読
み
や
す
く
し
て
か
ら
刊
行
す
る
こ
と
が
多

い
。
と
こ
ろ
が
本
著
は
、
学
位
取
得
か
ら
六
年

か
け
て
、
最
新
の
研
究
成
果
を
盛
り
込
む
た
め

の
加
筆
と
推
敲
を
重
ね
て
完
成
さ
せ
た
。
原
稿

量
は
元
の
論
文
の
二
倍
に
増
え
た
が
、
自
分
と

し
て
は
持
っ
て
い
る
も
の
を
す
べ
て
出
し
切
っ

た
と
語
る
、
執
念
の
大
冊
で
あ
る
。

　
総
頁
数
七
八
二
頁
の
内
容
は
、「
本
文
」
六

七
四
頁
、「
索
引
」
四
二
頁
、「
図
表
・
写
真
一

覧
」
五
頁
、「
引
用
・
参
考
文
献
リ
ス
ト
」
六

〇
頁
（
日
文
三
〇
頁
・
中
文
一
七
頁
・
欧
文
一

四
頁
）
で
あ
る
。
本
文
に
は
詳
細
な
注
釈
が
つ

い
て
補
足
す
る
た
め
、
本
文
は
整
理
さ
れ
読
み

や
す
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
中
文
の
引
用
文
に

は
原
文
と
和
訳
が
つ
き
、
だ
れ
も
が
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
魅
力
的
な
タ
イ
ト
ル
に
ひ
か
れ
て
書
評
を
お

ひ
き
う
け
し
た
が
、
研
究
書
と
し
て
の
内
容
は

膨
大
で
私
の
理
解
能
力
を
こ
え
て
い
る
。
直
接

の
対
象
地
域
は
中
国
だ
が
、
ア
ジ
ア
で
は
日

本
・
韓
国
・
台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム
、
さ
ら
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ア
フ
リ
カ
ま
で
視
野
に
い
れ
て
い

る
。
あ
つ
か
う
時
代
は
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、

研
究
資
料
は
古
典
か
ら
民
族
誌
、
参
与
観
察
記

と
幅
広
い
。
歴
史
人
類
学
の
研
究
方
法
も
機
能

主
義
・
構
造
主
義
・
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
・
比
較
歴

史
学
と
多
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
以
下
の
目
次

か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
え
が
き

第
一
部
　
食
事
方
法
の
歴
史
的
展
開

　
第
一
章
　
序
論

　
　
一
　
先
行
研
究
の
概
要

　
　
二
　
方
法
論
上
の
諸
問
題

　
　
三
　
中
国
料
理
の
歴
史
的
展
開
と
特
徴

　
第
二
章
　
食
事
方
法
の
歴
史
的
変
遷

　
　
一
　
古
代
に
お
け
る
食
事
方
法

　
　
二
　
唐
宋
以
降
の
大
転
換

　
第
三
章
　
宋
〜
明
代
の
宴
会
儀
礼

　
　
一
　
宋
元
代
の
宴
会
儀
礼

　
　
二
　
明
代
の
宴
会
の
手
順
と
儀
礼

　
　
三
　
通
史
の
中
の
明
代
の
宴
会

　
第
四
章
　
清
代
〜
中
華
民
国
期
の
宴
会
儀
礼

　
　
一
　
宴
会
の
手
順
と
儀
礼
│
文
献
か
ら

　
　
二
　
宴
会
の
手
順
│
整
理
と
分
析

　
　
三
　 

食
卓
の
座
順
の
歴
史
的
展
開
と
宴
会

儀
礼

第
二
部
　
同
時
代
中
国
の
食
事
方
法

　
第
五
章
　 

家
族
制
度
と
日
常
の
食
事
│
民
族

誌
か
ら

　
　
一
　
誰
が
作
る
の
か

　
　
二
　
ど
こ
で
食
べ
る
の
か

　
　
三
　
分
家
後
の
父
母
の
食
事
の
世
話

　
第
六
章
　 

同
時
代
中
国
の
食
事
方
法
│
参
与

観
察
を
中
心
に

　
　
一
　
食
卓
と
食
器
類
の
分
類
と
分
析

　
　
二
　
食
事
方
法
に
見
え
る
特
徴

　
　
三
　 

現
代
の
宴
会
と
食
事
方
法
の
構
造
的

特
徴

　
第
七
章
　
考
察

　
　
一
　 

食
事
を
通
し
て
見
た
家
庭
内
の
人
間

関
係
と
共
食
単
位

　
　
二
　 

中
国
人
の
宴
会
と
中
国
社
会
の
構
造

的
特
徴

　
　
三
　 

食
事
方
法
の
歴
史
的
展
開
と
食
事

コ
ー
ド
の
組
み
替
え

　
あ
と
が
き

　
引
用
・
参
考
文
献
リ
ス
ト

　
図
表
・
写
真
一
覧
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索
引

　「
ま
え
が
き
」
に
よ
る
と
、
人
間
の
食
事
活

動
の
過
程
は
、
食
物
の
獲
得
活
動
と
消
費
活
動

に
わ
か
れ
、
消
費
活
動
は
「
調
理
す
る
」
と

「
食
べ
る
」
に
わ
か
れ
る
。
こ
の
研
究
は
後
者

の
「
食
べ
る
（
食
事
方
法
）」
に
注
目
し
て
、

食
物
の
分
配
方
法
や
食
べ
方
に
う
つ
し
だ
さ
れ

た
家
族
制
度
や
人
間
関
係
な
ど
の
社
会
構
造
を

探
る
こ
と
に
あ
る
。
次
に
、
食
事
方
法
で
は
、

座
法
・
食
台
・
食
器
（
食
具
）
の
使
い
方
を
軸

に
、
分
配
方
法
や
食
べ
方
を
記
述
し
分
析
し
た

と
あ
る
。
た
と
え
ば
食
器
は
、
記
述
し
に
く
い

食
べ
る
行
為
を
表
す
基
準
と
な
る
。
そ
し
て
食

器
の
体
系
は
、
座
法
や
食
台
、
食
物
の
分
配
方

法
な
ど
と
相
互
に
関
わ
り
、
規
定
す
る
重
要
な

要
素
な
の
で
あ
る
。

　
全
体
構
成
は
、
第
一
部
が
第
一
章
か
ら
第
四

章
ま
で
で
歴
史
的
部
分
、
第
二
部
が
第
五
章
か

ら
第
六
章
ま
で
の
同
時
代
中
国
の
人
類
学
的
部

分
と
第
七
章
の
考
察
か
ら
な
り
、
古
代
か
ら
現

代
へ
と
通
時
的
に
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し

「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
、
著
者
の
食
事
方
法

へ
の
関
心
は
、
学
部
生
で
は
じ
め
て
訪
ね
た
香

港
で
「
飲
茶
」
に
興
味
を
お
ぼ
え
た
の
に
は
じ

ま
り
、
卒
論
で
は
飲
茶
の
前
段
階
と
し
て
の
中

国
人
の
食
事
方
法
を
ま
と
め
た
。
こ
の
と
き
の

卒
論
は
、
第
六
章
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
筑

波
大
学
大
学
院
の
地
域
研
究
研
究
科
で
は
、
食

事
方
法
の
歴
史
的
分
析
と
、
日
本
や
韓
国
と
の

比
較
研
究
に
よ
り
東
ア
ジ
ア
の
食
事
方
法
を
論

じ
た
。
第
一
章
、
第
二
章
は
こ
の
修
士
論
文
に

加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
歴
史
・
人
類

学
研
究
科
に
す
す
み
ア
メ
リ
カ
留
学
で
英
文
の

中
国
民
族
誌
、
帰
国
後
は
日
本
人
や
中
国
人
研

究
者
の
文
献
研
究
を
お
こ
な
い
、
家
族
制
度
の

視
点
か
ら
中
国
の
食
事
方
法
を
論
じ
た
。
こ
の

論
文
が
「
中
国
の
家
族
・
親
族
制
度
と
食
事
方

法
」
で
、
第
五
章
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
中
国
留
学
中
は
農
村
調
査
な
ど
で
長
期
の

参
与
観
察
を
お
こ
な
い
、
自
説
を
フ
ィ
ー
ル
ド

で
確
認
し
て
き
た
。
教
育
者
と
な
り
、
清
代
の

宴
会
や
儀
礼
の
歴
史
的
研
究
を
お
こ
な
い
、
こ

れ
は
第
四
章
に
つ
な
が
っ
た
。
学
位
論
文
提
出

後
、
明
代
の
宴
会
や
儀
礼
の
歴
史
的
研
究
を
お

こ
な
い
、
第
三
章
と
し
て
新
た
に
加
え
た
。
本

著
は
学
部
の
卒
論
に
は
じ
ま
る
中
国
の
食
事
文

化
を
、
三
一
年
か
け
て
研
究
し
完
成
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
。

　
研
究
は
、
人
類
学
者
と
し
て
の
同
時
代
中
国

の
分
析
に
は
じ
ま
っ
た
。「
現
代
の
食
事
方
法

を
把
握
で
き
な
く
て
は
、
過
去
の
食
事
方
法
を

把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る
今
も
持

続
し
て
い
る
現
在
学
の
立
場
か
ら
で
あ
る
。
次

に
、
同
時
代
中
国
の
構
造
分
析
の
妥
当
性
が
、

ど
こ
ま
で
歴
史
的
に
さ
か
の
ぼ
れ
る
か
、
ど
こ

で
変
化
が
お
こ
り
、
そ
れ
以
前
は
ど
ん
な
構
造

だ
っ
た
か
、
そ
う
し
た
問
題
意
識
が
歴
史
研
究

に
向
か
わ
せ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
文
献

研
究
を
統
合
し
た
歴
史
人
類
学
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
は
、
著
者
の
問
題
解
明
の
必
然
的
選
択
だ
っ

た
。
そ
し
て
、
人
類
学
は
帰
納
的
ア
プ
ロ
ー
チ

を
と
り
、
些
細
な
事
例
の
積
み
重
ね
が
異
文
化

理
解
の
重
要
な
手
掛
か
り
に
な
る
。
理
論
的
な

枠
組
み
と
あ
わ
せ
、
異
文
化
理
解
に
必
要
な
事

例
の
積
み
あ
げ
が
七
八
二
頁
の
大
冊
に
な
っ
た

と
あ
る
。

　
全
体
に
ふ
れ
る
紙
数
が
な
い
た
め
、
内
容
の

概
要
は
目
次
か
ら
理
解
し
て
ほ
し
い
。
こ
こ
で

は
私
が
中
国
で
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
で
、
本

著
を
読
ん
で
納
得
し
た
二
つ
の
こ
と
を
紹
介
す

る
。
不
思
議
を
理
解
す
る
た
め
読
み
返
す
な
か
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で
、
本
著
が
さ
ま
ざ
ま
な
読
者
の
要
求
に
答
え

て
く
れ
る
好
著
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
さ

ら
に
中
国
の
食
事
文
化
の
背
景
に
あ
る
、
食
文

化
の
歴
史
や
社
会
構
造
の
解
明
に
対
す
る
著
者

の
強
い
意
志
を
再
確
認
し
た
。

　
一
つ
は
、
日
本
人
に
も
な
じ
み
の
深
い
箸
の

形
態
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
般
的
な
日
本
人
の

中
国
の
箸
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
み
ん
な
で
一

つ
の
皿
か
ら
料
理
を
食
べ
る
（
共
餐
）
た
め
長

く
、
先
が
太
く
て
丸
い
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し

中
国
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
そ
の
通
り
だ
っ

た
が
、
町
の
食
堂
の
箸
は
長
短
が
あ
り
、
先
の

細
い
箸
や
割
り
箸
も
使
わ
れ
て
い
た
。

　
本
著
に
よ
る
と
、
中
国
の
食
事
方
法
に
は
何

度
か
の
転
換
点
が
あ
る
。
最
初
は
周
代
か
ら

春
秋
戦
国
時
代
ま
で
で
、
座
具
と
し
て
の
席

（
狭
い
敷
物
）
や
筵
（
広
い
敷
物
）、
牀
（
低
い

座
・
寝
台
用
）
と
、
食
台
の
案
、
食
具
の
箸
の

使
用
が
は
じ
ま
る
。
飯
は
、
手
づ
か
み
か
ら
匙

で
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、
匙
の
次
に
使
い
は
じ

め
る
箸
は
当
初
汁
（
羹
）
の
実
を
食
べ
る
と
き

に
使
っ
た
。
な
お
飯
を
匙
で
食
べ
る
文
化
は
、

韓
国
に
伝
わ
っ
て
現
在
も
続
い
て
い
る
と
あ

る
。
漢
代
に
は
座
具
と
し
て
席
・
筵
・
牀
に
榻

（
牀
よ
り
細
長
く
て
低
い
台
）
が
加
わ
り
、
案

や
箸
が
さ
ら
に
普
及
す
る
。

　
第
二
の
変
革
期
は
宋
代
で
、
食
卓
の
卓

（
テ
ー
ブ
ル
）
と
椅
子
座
へ
の
移
行
が
ほ
ぼ
完

了
す
る
。
案
か
ら
卓
へ
の
移
行
は
食
物
を
取
り

分
け
て
食
べ
る
分
配
方
式
を
う
み
だ
し
、
今
に

続
く
食
器
の
体
系
や
食
事
方
法
、
中
国
社
会
に

特
有
の
食
事
文
化
を
う
み
だ
す
。
卓
を
囲
ん
で

同
じ
器
か
ら
共
餐
す
る
に
は
、
長
い
箸
が
便
利

だ
っ
た
。
な
お
飯
を
食
べ
る
匙
か
ら
箸
へ
の
移

行
は
宋
代
よ
り
地
域
に
よ
っ
て
は
少
し
遅
れ
る

の
は
、
中
国
は
南
方
と
北
方
で
食
文
化
に
地
域

差
が
あ
る
こ
と
が
一
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

宋
代
の
卓
と
椅
子
座
へ
の
変
化
が
今
の
長
い
箸

に
続
く
の
で
あ
る
。

　
な
お
日
本
で
は
平
座
で
の
箱
膳
や
チ
ャ
ブ
台

か
ら
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
座
へ
の
変
化
は
明
治
〜

昭
和
に
か
け
て
お
こ
っ
〉
1
〈

た
。
こ
う
し
た
変
化
の

な
か
で
日
本
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
変
化
が
あ

り
、
宋
代
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
反
対
に
い
う
と
、
そ
う
し
た
変

化
を
調
査
し
分
析
で
き
る
の
は
、
同
時
代
の
日

本
人
の
特
権
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
次
に
、
箸
の
先
端
が
太
い
理
由
と
し
て
、
先

端
を
と
が
ら
せ
る
と
危
険
で
、
長
い
箸
の
先
端

は
太
い
ほ
う
が
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
美
し
い
。

中
国
で
は
日
本
の
よ
う
に
細
か
く
き
ざ
ん
だ
料

理
を
箸
で
つ
ま
む
こ
と
が
少
な
く
、
共
同
の
器

か
ら
の
取
り
分
け
が
主
眼
で
先
の
細
い
必
要
が

な
い
。
反
対
に
中
国
の
パ
サ
パ
サ
し
た
イ
ン

デ
ィ
カ
米
の
飯
は
箸
で
つ
ま
み
に
く
く
、
飯
椀

か
ら
飯
を
口
に
押
し
込
む
に
は
太
い
箸
が
適
し

て
い
る
。
さ
ら
に
同
時
代
の
中
国
・
ベ
ト
ナ

ム
・
朝
鮮
・
日
本
の
箸
と
比
較
し
て
、
中
国
が

一
番
長
く
、
次
に
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
が
並
び
、

副
食
を
つ
ま
む
だ
け
の
朝
鮮
は
一
番
短
い
。

　
た
だ
し
、
近
年
は
中
国
で
も
衛
生
上
の
理
由

か
ら
都
会
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
取
り
箸
を

使
っ
た
り
、
割
り
箸
も
普
及
し
は
じ
め
て
い

る
。
ま
た
、
都
市
で
は
日
本
の
箸
の
よ
う
に
短

く
て
先
の
細
い
箸
が
流
行
し
て
い
る
。
カ
ラ
フ

ル
で
お
し
ゃ
れ
に
見
え
、
洗
う
の
が
簡
単
だ
か

ら
と
い
う
。
さ
ら
に
都
市
で
は
子
供
用
の
食
器

や
箸
が
流
行
っ
て
い
て
、
早
く
大
人
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
た
こ
れ
ま
で
の
中
国
の
子
供
観
に

変
化
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
中
国
の
箸
も
多
様

化
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
二
つ
は
、
中
国
で
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
宴
会
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に
つ
い
て
で
あ
る
。
中
国
で
は
公
式
に
訪
ね
る

と
必
ず
接
待
の
宴
会
が
あ
り
、
帰
る
前
に
は
返

礼
と
し
て
お
返
し
に
招
待
し
な
い
と
い
け
な

い
。
別
の
機
関
か
ら
接
待
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
宴
会
が
何
日
も
続
く
こ
と
は
珍
し
い
こ
と

で
は
な
い
。
ま
た
場
所
が
変
わ
る
と
、
同
じ
こ

と
が
く
り
返
さ
れ
る
。
私
の
よ
う
に
料
理
や
酒

が
好
き
な
ら
よ
い
が
、
酒
や
宴
会
が
嫌
い
な
人

に
は
中
国
訪
問
は
苦
痛
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
中

国
の
宴
会
で
は
、
招
く
方
（
主
人
）
と
招
か
れ

る
方
（
主
客
）
双
方
に
決
ま
り
ご
と
が
あ
る
。

宴
会
に
お
け
る
演
劇
的
と
も
い
え
る
中
国
人
の

態
度
に
、
慣
れ
な
い
日
本
人
は
戸
惑
い
を
お
ぼ

え
る
。

　
本
著
に
よ
る
と
、
今
の
公
式
で
厳
格
な
宴
会

は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
お
こ
な
わ
れ
、
次
の
よ
う
な

手
順
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
宴
会
で
は
「
招
待

状
」
を
郵
送
し
た
り
手
渡
す
。
改
革
開
放
以
後

は
、
招
待
状
を
文
具
店
な
ど
で
売
る
よ
う
に

な
っ
た
。
宴
会
場
で
は
卓
の
数
と
位
置
で
、
ど

の
卓
の
ど
こ
が
上
座
か
が
決
ま
り
、
宴
会
の
メ

ン
バ
ー
の
顔
ぶ
れ
か
ら
、
誰
が
ど
こ
に
座
る
か

が
決
ま
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
主
客
は
次
席
の
人

に
席
を
譲
る
し
ぐ
さ
を
し
た
あ
と
、
周
り
に
す

す
め
ら
れ
て
上
座
に
座
る
。
上
座
に
座
る
べ
き

人
が
複
数
の
場
合
は
、
年
齢
順
・
よ
り
遠
方
か

ら
来
た
人
・
主
人
と
の
関
係
の
深
さ
な
ど
で
決

め
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
宴
会
で
は
、
前
菜
の

あ
と
メ
イ
ン
料
理
が
き
て
、
魚
料
理
が
最
後
の

し
め
で
出
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
あ
と
ス
ー

プ
、
最
後
に
飯
が
出
る
。
着
座
の
あ
と
主
人
は

主
客
に
酒
を
注
い
で
歓
迎
の
意
を
あ
ら
わ
し
、

主
人
の
挨
拶
と
会
釈
の
あ
と
全
員
で
乾
杯
す

る
。
宴
会
で
は
食
べ
始
め
の
同
時
性
が
重
要
で

あ
る
。
実
際
は
、
最
初
に
主
人
が
野
菜
料
理
に

箸
を
つ
け
る
の
が
作
法
と
い
う
。
主
人
が
箸
で

客
に
料
理
を
取
り
分
け
る
こ
と
も
親
愛
の
表
現

と
い
う
。
一
同
揃
っ
て
の
乾
杯
は
、
着
座
し
た

時
と
新
し
い
料
理
が
運
ば
れ
た
と
き
に
お
こ
な

う
。
あ
と
は
一
人
が
、
あ
る
一
人
を
指
名
し
て

二
人
だ
け
で
乾
杯
し
、
指
名
さ
れ
た
人
が
返
杯

す
る
。
こ
の
二
人
の
乾
杯
に
も
順
番
が
あ
り
、

最
初
は
主
人
と
主
客
か
ら
は
じ
め
る
。
食
べ
終

わ
り
は
、
食
べ
始
め
ほ
ど
厳
格
に
同
時
性
は
求

め
な
い
が
、
主
客
よ
り
先
に
席
を
立
つ
こ
と
は

で
き
な
い
。
主
人
は
主
客
よ
り
先
に
食
べ
終
わ

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
同
時
に
終
わ
る
よ
う

に
す
る
。
食
べ
終
わ
っ
た
こ
ろ
を
み
は
か
ら

い
、
主
客
が
主
人
に
料
理
を
賞
賛
し
、
謝
意
を

表
す
。
主
人
が
謝
辞
で
答
え
て
宴
会
は
終
わ

る
。
席
を
立
つ
前
に
杯
に
残
っ
た
酒
を
飲
み
干

す
よ
う
、
最
後
に
主
人
が
促
す
こ
と
も
あ
る
。

　
食
事
作
法
を
比
較
す
る
と
、
日
本
の
食
事
作

法
は
銘
々
に
取
り
分
け
た
器
か
ら
口
に
運
ぶ
こ

と
が
中
心
で
個
人
で
完
結
す
る
。
と
こ
ろ
が
中

国
は
食
卓
の
共
同
の
器
か
ら
各
人
の
器
に
取
り

分
け
る
前
段
階
が
加
わ
り
、
同
席
者
と
の
食
物

を
め
ぐ
る
緊
張
関
係
が
避
け
ら
れ
ず
、
取
り
分

け
が
食
事
作
法
の
中
心
と
な
る
。
そ
の
た
め
中

国
人
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
家
族
の
動
き
に
配

慮
し
な
が
ら
食
べ
、
食
事
を
通
し
て
社
会
性
を

身
に
つ
け
て
い
っ
た
。
宴
会
な
ど
で
多
め
に
料

理
を
だ
す
の
は
、
主
人
の
も
て
な
し
の
表
れ
と

あ
わ
せ
、
客
の
緊
張
緩
和
の
た
め
で
あ
る
。
反

対
に
客
が
料
理
を
少
し
残
す
の
は
十
分
に
足
り

て
満
足
し
た
こ
と
の
表
明
で
、
す
べ
て
食
べ
る

と
量
が
足
り
て
な
い
と
判
断
さ
れ
追
加
注
文
す

る
こ
と
が
よ
く
あ
る
と
い
う
。

　
中
国
の
社
会
構
造
の
特
徴
は
、
流
動
的
で

「
個
人
」
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
あ

り
、
自
己
を
中
心
と
す
る
無
数
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
い
う
。
個
人
の
ネ
ッ
ト
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ワ
ー
ク
の
内
側
に
あ
る
家
族
や
親
族
な
ど
の
結

束
は
強
く
、
外
側
の
他
者
は
無
関
心
に
な
り
や

す
い
。
中
国
の
宴
会
は
こ
う
し
た
中
国
社
会
の

人
間
関
係
の
特
色
が
象
徴
的
に
表
れ
、
宴
会
へ

の
出
席
の
範
囲
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
内
側
に
な

る
。

　
ま
た
表
向
き
の
宴
会
の
目
的
は
誕
生
日
や
婚

礼
な
ど
の
人
生
儀
礼
や
年
中
行
事
、
引
っ
越
し

や
就
職
祝
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
た
だ
し

そ
の
背
景
に
は
人
間
関
係
の
開
始
や
維
持
、
中

断
や
終
了
、
主
従
関
係
の
確
認
や
強
化
と
い
っ

た
濃
厚
な
政
治
性
が
隠
れ
て
い
る
。
社
会
的

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
と
し
て
中
国
は
宴
会
を
発
展
さ
せ
て
き

た
。
主
人
は
主
客
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
明
確
に
伝

え
る
た
め
、
規
範
に
従
っ
て
儀
礼
を
決
ま
り
通

り
に
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。
日
本
人
が
宴
会

に
い
だ
く
違
和
感
に
は
、
日
本
社
会
と
中
国
社

会
の
構
造
的
な
違
い
が
反
映
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
歴
史
的
に
み
て
、
中
国
の
宴
会
の
変
革
期
は

明
代
で
、
宋
代
以
前
の
宮
廷
な
ど
の
伝
統
的
な

慣
習
を
と
り
入
れ
な
が
ら
南
方
中
国
（
漢
族
）

を
舞
台
に
精
緻
化
し
た
。
こ
と
に
明
代
後
半
は

世
界
の
銀
の
生
産
量
の
飛
躍
的
な
増
大
と
海
外

貿
易
の
活
発
化
で
、
銀
が
大
量
に
中
国
に
流
入

し
て
商
業
的
繁
栄
を
さ
さ
え
た
。
大
規
模
な
銀

税
は
官
僚
や
大
商
人
に
富
を
畜
積
さ
せ
、
都
市

に
購
買
力
を
集
中
さ
せ
る
。
経
済
的
繁
栄
と
空

前
の
消
費
社
会
が
、
豪
華
な
宴
会
の
流
行
と
宴

会
儀
礼
の
精
緻
化
を
も
た
ら
し
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
は
社
会
主
義
革
命
（
一
九
四

九
年
）
以
後
と
に
て
い
る
。
農
村
で
は
、
社
会

主
義
革
命
以
前
の
贈
答
は
親
族
間
に
限
ら
れ
、

春
節
な
ど
に
地
主
に
送
り
届
け
す
る
程
度
だ
っ

た
。
そ
れ
が
農
村
で
も
政
治
的
、
社
会
的
利
益

を
得
る
た
め
、
贈
答
が
不
可
欠
に
な
っ
た
。
改

革
開
放
以
後
は
対
象
が
村
外
に
ま
で
拡
大
増
加

し
、
し
か
も
下
か
ら
上
へ
の
一
方
的
な
贈
答
が

増
加
し
た
。
宴
会
も
贈
答
と
同
様
に
改
革
開
放

以
後
は
利
益
を
維
持
す
る
の
に
必
要
で
豪
華
に

な
っ
た
。
都
市
で
は
さ
ら
に
宴
会
が
さ
か
ん

で
、
よ
り
打
算
的
で
、
貸
し
借
り
の
計
算
も
明

確
で
あ
る
。
現
代
都
市
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で

の
浪
費
ぶ
り
は
異
常
で
、
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど

の
高
級
料
理
を
注
文
し
、
ち
ょ
っ
と
箸
を
つ
け

て
は
食
べ
の
こ
す
。
散
財
競
争
の
よ
う
で
あ
り

な
が
ら
、
投
資
に
は
見
返
り
が
あ
る
と
い
う
。

第
二
次
変
革
期
以
降
、
私
の
宴
会
体
験
そ
の
ま

ま
に
、
都
市
で
も
農
村
で
も
規
模
や
豪
華
さ
は

違
っ
て
も
宴
会
は
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
著
で
も
重
視
し
て
い
る
よ
う
に
、
食
文
化

研
究
に
お
い
て
モ
ノ
か
ら
の
視
点
や
分
析
は
重

要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
後
に
む
け
て
少
し
気

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
ふ
れ
て
お
き
た

い
。

　
本
著
で
は
、
食
文
化
に
関
わ
る
モ
ノ
の
総
称

と
し
て
、
全
体
に
登
場
す
る
の
は
「
食
器
」
で

あ
る
。
六
章
の
「
同
時
代
中
国
の
食
事
方
法
」

で
も
「
食
器
」
は
、
椀
・
皿
・
箸
・
匙
な
ど
を

含
め
た
総
称
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か

「
序
論
」「
考
察
」「
索
引
」
に
は
、「
食
器
」
と

と
も
に
「
食
具
」
が
登
場
す
る
。「
考
察
」
の

図
7

－

5
で
は
、
食
卓
の
器
か
ら
口
ま
で
食

物
を
運
ぶ
「
食
具
の
変
遷
」
を
、
手
（
指
）・

匙
・
フ
ォ
ー
ク
・
箸
の
順
に
ま
と
め
て
い
る
。

図
7

－

9
で
は
「
食
器
」
は
食
物
を
入
れ
る

容
器
、「
食
具
」
は
食
卓
の
器
か
ら
食
物
を
口

ま
で
運
ぶ
道
具
と
す
る
。「
索
引
」
で
も
「
食

器
」
は
食
物
を
入
れ
る
皿
・
壺
・
鉢
・
杯
・

盤
・
盆
・
椀
を
、「
食
具
」
は
食
物
を
口
に
運

ぶ
匙
・
箸
・
そ
の
他
（
フ
ォ
ー
ク
・
ナ
イ
フ
・
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よ
う
じ
な
ど
）
と
明
確
に
わ
け
て
い
る
。
た
だ

し
、
本
文
で
「
食
器
」
と
「
食
具
」
の
概
念
に

つ
い
て
、
明
確
に
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
少
し

戸
惑
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
日
本
の
文
化
人
類

学
・
民
俗
学
・
民
具
学
な
ど
の
諸
科
学
は
食
文

化
の
モ
ノ
へ
の
関
心
が
う
す
く
、「
食
器
」
や

「
食
具
」
の
概
念
が
研
究
者
ご
と
に
違
う
か
ら

で
あ
〉
2
〈
る
。

　
民
俗
学
の
父
柳
田
国
男
は
、
食
の
用
具
の
総

称
を
「
食
具
」
と
し
〉
3
〈

た
。

　
道
具
学
の
山
口
昌
伴
氏
は
、「
食
具
」
を
広

義
と
狭
義
に
と
ら
え
、
広
義
は
柳
田
の
総
称
と

し
て
の
「
食
具
」（
食
用
器
具
の
略
字
）、
狭
義

は
食
べ
る
道
具
に
限
定
し
て
「
食
器
」（
料
理

を
盛
る
容
器
）
と
「
食
具
」（
料
理
を
口
に
運

ぶ
道
具
）
に
わ
け
て
い
〉
4
〈

る
。

　
文
化
人
類
学
の
山
内
昶
氏
は
、
山
口
氏
の
後

者
の
狭
義
の
意
味
で
「
食
具
」
を
使
い
、
最
初

に
食
器
と
食
具
を
規
定
し
て
い
〉
5
〈
る
。

　
著
者
は
中
国
の
食
事
方
法
の
資
料
不
足
を
嘆

い
て
い
る
が
、
日
本
の
食
文
化
や
モ
ノ
の
調
査

研
究
も
同
様
で
あ
る
。
今
後
は
歴
史
人
類
学
の

成
果
も
あ
わ
せ
学
際
的
に
議
論
す
る
必
要
が
あ

り
そ
う
で
あ
る
。

　
な
お
著
者
は
、
味
の
素
の
食
の
文
化
セ
ン

タ
ー
が
開
催
す
る
学
際
的
「
食
の
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
で
、「
中
国
の
食
事
作
法
と
そ
の
思
想
」

（
八
回
目
）、「
中
国
に
お
け
る
飢
饉
」（
一
七
回

目
）、「
嗜
好
を
形
成
す
る
も
の
│
│
中
国
料
理

の
事
例
か
ら
」（
二
四
回
目
）
の
題
で
報
告
し

て
い
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

も
、
歴
史
人
類
学
的
な
立
場
か
ら
発
言
し
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
深
化
に
尽
力
す
る
な
ど
、
食
に

関
わ
る
幅
広
い
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
あ
と
が
き
に
、
本
著
を
ま
と
め
新
た
に
追
求

す
べ
き
問
題
が
見
え
て
き
た
の
で
、
残
り
の
人

生
は
新
た
な
問
題
に
取
り
組
み
た
い
と
あ
る
。

変
動
激
し
い
中
国
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
ジ
ア
・

欧
米
・
ア
フ
リ
カ
を
ふ
く
め
た
世
界
の
食
事
文

化
と
モ
ノ
の
体
系
化
を
お
願
い
し
た
い
。

注
〈
1
〉 

石
毛
直
道
『
食
卓
文
明
論
』
中
央
公
論

社
、
二
〇
〇
五
年
。

〈
2
〉 

印
南
敏
秀
「
食
の
民
具
」『
民
具
研
究
特

別
号 

民
具
研
究
三
〇
年
の
動
向
と
展
望
』
日

本
民
具
学
会
、
二
〇
〇
七
年
。

〈
3
〉 

柳
田
国
男
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
刀
江

書
院
、
一
九
三
五
年
。

〈
4
〉 

山
口
昌
伴
「
食
器
と
食
具
」『
講
座 

食
の

文
化
』
第
四
巻
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九

九
九
年
。

〈
5
〉 

山
内
昶
『
食
具
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二

〇
〇
〇
年
。


